
　r は 1 とは異なる正の実数で ,  1 ,  2r  ,  3r  がこの順に等差数列になって

いるものとする。

(1)    r の値を求めよ。さらに 2 ,  r  ,  2r  の大小関係を調べよ。

(2)    自然数 m に対し ,  1 ,  mr  ,  +m 2r   はこの順に等差数列にはならない

　　ことを示せ。

(3)    1 ,  mr  ,  nr  がこの順に等差数列になるような自然数の組 0 1m ,  n  は

　　0 1m ,  n = 0 12 ,  3  以外には存在しないことを示せ。
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